
平成３０年度 平成２７年度

種 別 全体 Ａ問題 Ｂ問題 全体 Ａ問題 Ｂ問題

平均 県 9.5問/16問 2.5問/３問 7.0問/13問 15.2問/24問 5.9問/９問 9.3問/15問

正答数 全国 9.6問/16問 2.3問/３問 7.3問/13問 14.6問/24問 5.5問/９問 9.1問/15問

平均 県 ５９％ ８２％ ５４％ ６３．４％ ６６．０％ ６１．９％

正答率 全国 ６０％ ７８％ ５６％ ６０．８％ ６１．３％ ６０．５％

課題１＜Ｂ問題＞ 設問番号２(４)
【設問の概要】
より妥当な考えをつくりだすために，

複数の情報を関係付けながら，分析して
考察できる。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
２(4)

５４ ６０ －６

<本県の誤答傾向>

正答 選択肢 類型％

◎ １ ２，３と解答 ５４

２ １，２と解答 １０

３ ２，４と解答 ９

４ １，３と解答 １９

５ ３，４と解答 １

６ １，４と解答 ６

※ 解答類型２，４，６の誤答率は合計３５％

課題１＜Ｂ問題＞ 観察，実験の結果から得られたデータを，複数の情報と関係付けな

がら分析して考察すること

課題２＜Ｂ問題＞ 予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して，実験を構想し

たり，実験結果を基に自分の考えを改善したりすること

課題３＜Ｂ問題＞ 学んだこと（物を水に溶かしても全体の重さは変わらないこと）を，

自然の事物・現象（食塩を溶かした食塩水）に適用すること
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○ 本県の正答率は５４％で，全国より６ポイント低い。また，解答類型２，４，６の誤
答率の合計は３５％であり，選択肢「１」の「上流で雨が降り始めると同時に，水位は
高くなる」と間違って捉えている。このように解答した児童は，上流の降雨と下流の水
位の関係について，調べた結果から分析して考察することができていない。

○ 複数の情報を関係付けながら，分析して考察できるように，指導に当たっては，複数
の情報を収集し，時間や空間の広がりと関係付けながら主体的に分析させ，その考えを
より妥当なものとするために，「話合い」などの対話的な活動に取り組ませていく。

課題２＜Ｂ問題＞ 設問番号３(２)

【設問の概要】
電流の流れ方について，予想が

確かめられた場合に得られる結果を
見通して，実験を構想できる。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
３(２)

４７ ４８ －１

<本県の誤答傾向>

正答 選択肢 類型％

１ １と解答 １２

◎ ２ ２と解答 ４７

３ ３と解答 １０

４ ４と解答 ３１

99 上記以外 ０

０ 無解答 ０

※ 解答類型４の誤答率は３１％

○ 本県の正答率は４７％で，全国より１ポイント低い。予想を立てる場合，自分の考え
と異なる他者の予想を把握し，その予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して
「実験を構想すること」に課題がある。

○ 解答類型４の誤答率は３１％と高い。この解答は，「モーターの左右で電流の向きや大
きさは変わらない」という正しい知識を基に実験を構想している。この問題は，間違っ
たやす子さんの予想に対する実験の構想であるため，文章を読んで書かれている内容を
正確に読みとる「読解力（リーディングスキル）」を高める必要がある。設問を読む際に
はアンダーラインを引かせるなど，何が問われているのかしっかりと把握した上で，予
想したり見当を付けたりしながら読めるようにさせる。

○ 指導に当たっては，自らの予想や仮説を基に実験計画を立案させ，次にグループでそ
れぞれの見通しを「話し合う」場面を取り入れ，自分と異なる予想をした他者の予想が
確かめられる場合の「結果の見通しを共有」していく対話的な学習活動を取り入れていく。

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点（Ｂ問題）

問題点とその改善点



課題３＜Ｂ問題＞ 設問番号４(３)

【設問の概要】
物を水に溶かしても全体の重さは変

わらないことを，食塩を溶かして体積
が増えた食塩水に適用できるかどうか
をみる。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
４(３)

３７ ４３ －６

<本県の誤答傾向>

正答 選択肢 類型％

１ １と解答 １９

２ ２と解答 ２９

◎ ３ ３と解答 ３７

４ ４と解答 １４

99 上記以外 ０

０ 無解答 １

※ 解答類型１の誤答率は１９％
解答類型２の誤答率は２９％

○ 本県の正答率は３７％で，全国より６ポイント低い。「物を水に溶かしても全体の重さ
は変わらない」ことを理解し，食塩を溶かして体積が増えた食塩水に適用することに課
題がある。

○ 解答類型２の誤答率は２９％である。このように解答した児童は，食塩水４０８ｍＬ
の重さは４０８ｇ，即ち「体積と重さは同じである」と間違って捉えている。体積と重
さとの関係をしっかりと捉えさせたい。

○ 解答類型１の誤答率は１９％である。このように解答した児童は，食塩を溶かす前の
水の重さ４００ｇを選んでおり，「食塩を水に溶かしたら見えなくなるので，重さは水の
重さのままである」と間違って捉えている。 物が水に溶けてもなくならず，水と物とを
合わせた重さは変わらないことを，しっかりと捉えさせい。

○ 「物が水に溶ける」ことについては，水に溶けた物は見えなくなり，視覚で捉えるこ
とができないため，児童は理解しにくい。指導に当たっては，水溶液の重さや体積を量
り，定量的に考えることができるようにする。さらに，物が水に溶ける様子を，図やモ
デル等を用いて表現させることで，児童一人一人が物が溶ける概念を「質的・実体的な
視点」で捉え，理解できるようにしていく。

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要


